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Ⅰ．はじめに 

本邦では 65 歳以上の要介護者数が年々増加しており、高齢者の要介護化を予防するための対

策が官民一体で推進されている。なかでも、介護が必要となる主な原因として「脳卒中」が高い

割合を占めることから、その予防に加え、リハビリテーションのさらなる発展が求められている。    

脳卒中患者では、非損傷側の一次体性感覚野（primary somatosensory cortex: S1）が損傷側 S1

に対して過剰な抑制を及ぼすことが報告されており、この過剰抑制が麻痺の回復を阻害する可能

性が指摘されている 1, 2。そこで本研究では、このような皮質活動（過剰抑制）を調節しうる手法

として、経頭蓋静磁場刺激（transcranial static magnetic stimulation: tSMS）に着目した 3, 4。  

先行研究では、S1への tSMSがS1の 3b野の活動を反映する体性感覚誘発電位（somatosensory 

evoked potentials: SEPs）の N20 成分を減弱させるとする報告がある一方 5、明確な変化を認め

ないとする報告もあり 6、見解は一致していない。さらに、3b 野へ投射する神経活動を反映する

とされる N20 に重畳する約 600 Hz の高周波振動（high-frequency oscillations: HFOs）7に対す

る tSMS の影響については、十分に検討されていない。 

 

Ⅱ．目的 

N20 や HFOs を指標として、S1 に対する tSMS の抑制効果ならびにその神経生理学的特性を

明らかにし、脳卒中患者への応用可能性に関する基礎的知見を得ることを目的とした。 

 

Ⅲ．研究方法 

健常成人 20 名を対象とした。国際 10–20 法に基づき C3 部位上に、tSMS（ネオジム磁石）ま

たは偽刺激（非磁性ステンレス製シリンダ）を 20 分間適用した。刺激前、刺激直後、刺激 20 分

後に右正中神経を電気刺激し、SEPs を記録した。記録波形に対し、N20 は 300 Hz ローパスフィ

ルタ後に評価し、HFOs は 400–800 Hz バンドパスフィルタにより抽出した。さらに HFOs は

N20 ピーク潜時を基準として前期成分（early HFOs）と後期成分（late HFOs）に分類した。各

成分の振幅を算出し、反復測定二元配置分散分析を実施した。事後検定には Bonferroni 補正を用

いた。 
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Ⅳ.結果  

反復測定二元配置分散分析の結果、early HFOs では時間の主効果が認められた。Planned 

comparison として刺激条件別に反復測定一元配置分散分析を実施したところ、時間の主効果は

tSMS 条件でのみ認められた。さらに事後検定の結果、early HFOs 振幅は刺激前と比較して刺激

直後および刺激 20 分後に有意に低下していた。   

 

Ⅴ.考察  

early HFOs は視床皮質線維活動を反映するとされることから、tSMSにより視床から 3b野への

入力が抑制された可能性が示唆される。 
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